
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PEN(Practice-based Evidence in Nutrition)とは 

 URL：http://www.pennutrition.com 

PEN は、栄養学の新しい理論と研究成果に関する、

科学的根拠に基づいたタイムリーな情報をデータベ

ース化し、実践に生かすためのシステムを確立した

学習ツールです。 

カナダ栄養士会によって始められ、イギリス、オ

ーストラリア等で広まっています。管理栄養士・栄

養士等、大学卒業後、栄養関連の専門分野で活動・

活躍する人びとに、そのジャンルの最新情報を提供

し、科学的根拠に基づく実践をサポートして、専門

職の資質向上を目指すものです。研究者、教育者を

はじめとして、管理栄養士・栄養士を志す学生等、

幅広い人びとに学習の機会を提供しています。 

インターネットを介して、個人で、栄養に関する

高度な知識と実力を養うことができます。さらに、

グループで、互いに情報を共有し、連携をして業務

の改善に取り組む等、日常業務に生かすことが可能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PEN の特徴 

（1）科学的根拠に基づいたデータベース検索が可能 

現在では、さまざまなデータベースから文献を検

索することができますが、PEN では管理栄養士・栄

養士のための、管理栄養士・栄養士業務に関連した

栄養学の情報やツールを、簡便に得ることができま

す。 

・トピックスやキーワードを用いた検索ができる（図

参照）。絞り込みが簡単。 

・情報は、エビデンスレベルに分類されているので、

その妥当性を判断できる。 

・栄養や食品等のトピックスに関して、膨大な時間

を要するレビューを簡潔に行うことができる。 

（2）日々の業務で直面する疑問・質問に対し、回答

するシステム 

1 人配置の多い日本の管理栄養士・栄養士の職場

では、日々生じる疑問を他者に相談・解決すること

は、なかなか困難な状況にあります。PEN では、管

理栄養士・栄養士の実践に基づく、疑問・質問に対

PEN（Practice-based Evidence in Nutrition）導入校募集内容 

1．導 入 期 間 2018年 6月 1日～2019年 5月 31日 

2．対 象 校 主に大学院のある養成施設（学部も可） 

3．募集施設数 10施設以上 

4．費   用 1施設につき 20万円 ※導入施設数により、変動がある場合もあります。 

5．ライセンス数 各大学は 1つのサイトライセンスを有し、5名までが同時にアクセス可能です。  

        また、事前登録によりクラスで利用することもできます。        

6．申 込 締 切 2018年 4月 27日（金） 

7．申 込 方 法 別添の申込書に必要事項をご記入のうえ、E-mailにてお申し込みください。 

8．申 込 先 公益社団法人日本栄養士会 担当：小林 

E-mail：k-kobayashi@dietitian.or.jp 

東京都港区新橋 5-13-5新橋 MCVビル 6階 

TEL：03-5425-6555 FAX：03-5425-6554 

9.手 続 方 法 お申し込み受付後、PEN 事務局より直接「連絡先 E-mailアドレス」に連絡があります。 

PEN ライセンスを設定するために、各大学で IPアドレスを取得してください。 

10.支 払 方 法 （公社）日本栄養士会よりご担当者様宛に請求書をお送りさせていただきますので、期日ま

でにお支払いください。 

 

http://www.pennutrition.com/
mailto:k-kobayashi@dietitian.or.jp


し、組織的・体系的に調査したエビデンスを得て、

その疑問を解決し、実務を遂行することができます。 

・疑問に対する科学的根拠を体系的に探し出し、そ

の妥当性（レベル）、適用性、重要度を評価する。 

・それぞれの疑問・質問に対し、担当する専門管理

栄養士が、数多くのデータベースの中から、具体的、

明確な回答を個別に提供してくれる（難点は、少し

時間がかかること）。 

・他国の管理栄養士・栄養士と共通の知識を共有す

ることが可能。 

（3）業務を遂行する上での情報源の入手および提供 

皆さんは、管理栄養士・栄養士の業務に潜むエビ

デンスギャップ（根拠があり効果があることが分か

っているにもかかわらず、実践できていない。ある

いは、効果がないことが分かっているにもかかわら

ず、まだ実践している）を認識していますか。PEN

では、次のようなことができます。 

・エビデンスギャップの有無の確認や研究課題につ

いて検索できる。 

・あるエビデンスについて、批判的あるいは肯定的

に判断する基準情報を入手できる。 

・実践に役立つツール（資料）を利用できる。 

 

PEN に関する誤解 

PEN に関する大きな誤解が 2つあります。 

まず 1つ目は、PEN よりも、医学系論文検索シス

テムであるPubMedのほうが効果的であるという意

見です。PEN は、基本的に研究を行うための検索ツ

ールではなく（もちろん、研究にも活用することは

できる）、科学的根拠に基づいた管理栄養士・栄養士

業務を行うための学習ツールであり、そもそもの目

的が異なるということを理解しておく必要がありま

す。PEN は、栄養に関する情報が絞られており、し

かも、エビデンスレベルに分類されているので、そ

の妥当性が判断でき、短時間で情報を得ることがで

きるメリットがあります。しかし、知りたい情報を

的確に入手するためには、その使用手順を習熟する

ことが必要です。 

2 つ目は、日本人のデータが少ない、もしくは日

本国内の最新情報が得られないという意見です。こ

れは、当然の結果であり、PEN を活用できない理由

にはなりません。なぜならば、私たち、日本の管理

栄養士・栄養士がエビデンスに基づいた栄養の実践

に関する論文や報告等を、海外にあまり発信してい

ないからです。むしろ、これからは、PEN を私たち

が海外に向けて情報発信する場ととらえ、日本の管

理栄養士・栄養士のすばらしい活動を積極的にアピ

ールすることが肝要です。 

 

PEN の可能性 

PEN は、これからの管理栄養士・栄養士の養成や

高度専門職業人養成における学生、院生等の教育に

おいて、エビデンスをしっかりと見極めるトレーニ

ングに役立つと考えられます。特に、若い世代の管

理栄養士・栄養士には、PEN を通して、基本的な文

献検索や最新の正しい栄養情報の探し方・伝え方等

を身に付け、エビデンスに基づいた「栄養の指導」

や資料の提示を当たり前のように実践してほしいと

願います。 

一方、現場では、目の前の対象者、NSTのメンバ

ーや他職種を含む同僚、自分自身の素朴な疑問・質

問、日常業務に潜むエビデンスギャップの有無の確

認や研究課題についても検索することができる。さ

らに、PEN では、少し時間はかかるものの、担当す

る専門の管理栄養士が、数多くのデータベースの中

から、具体的、明確な回答を個別に提供してくれる

メリットがあり、エビデンスに基づいた業務の遂行

に有効であると考えられます。 

 

使用方法に関する動画 

http://www.pennutrition.com/videotutorials.aspx 

 

 

 

 



検索結果の一例 

 

 

 

 

 

 


